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【提出日】平成25年11月13日(2013.11.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　いくつかの実施形態において、Ｊが：
Ｊ’－Ｎ（Ｄ）－ＳＯｎ－、Ｊ’－Ｎ（Ｄ）－ＣＯｎ－、Ｊ’－Ｎ（Ｄ）－（Ｒ）ｑ－、
またはＪ’－Ｎ（Ｄ）－（Ｒ）ｑ－（ここで、
ｎ＝１～２であり；
ｑ＝０～１であり；
Ｄは、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルキルアル
キル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリール、ヘテロアリー
ル、ヘテロアラルキルもしくはアラルキル、Ｏ－アルキル、Ｏ－シクロアルキル、Ｏ－シ
クロアルキルアルキル、Ｏ－ヘテロシクロアルキル、Ｏ－ヘテロシクロアルキルアルキル
、Ｏ－ヘテロアラルキル、Ｏ－アラルキル、Ｎ（Ｒ）－アルキル、Ｎ（Ｒ）－シクロアル
キル、Ｎ（Ｒ）－シクロアルキルアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロシクロアルキル、Ｎ（Ｒ）
－ヘテロシクロアルキルアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロアラルキル、Ｎ（Ｒ）－アラルキル
（ここで、Ｄは、場合によって、アルキル、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｏ－アルキル、もし
くはＳ－アルキルによって置換される）から選択され；
Ｊ’は、アシル、スルホノ、アミノアルキル、アリールアミノアルキル、ヘテロアリール
アミノアルキル、アラルキルアミノアルキル、ヘテロアラルキルアミノアルキル、アルキ
ル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロ
アルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロアラルキ
ルもしくはアラルキル、Ｏ－アルキル、Ｏ－シクロアルキル、Ｏ－シクロアルキルアルキ
ル、Ｏ－ヘテロシクロアルキル、Ｏ－ヘテロシクロアルキルアルキル、Ｏ－ヘテロアラル
キル、Ｏ－アラルキル、Ｎ（Ｒ）－アルキル、Ｎ（Ｒ）－シクロアルキル、Ｎ（Ｒ）－シ
クロアルキルアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロシクロアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロシクロアル
キルアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロアラルキル、Ｎ（Ｒ）－アラルキルから選択され、置換
基のそれぞれは、場合によって、アルキル、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｏ－アルキル、もし
くはＳ－アルキルにより置換され；
Ｒは、アルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシアルキル、シクロ
アルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、ヘテロシ
クロアルキルアルキル、アリール、アラルキル、およびヘテロアラルキルである）を含む
、前記化合物が提供される。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　いくつかの実施形態において、Ｄは水素であり、ここで、Ｒはアルキルであり、ｑ＝１
であり、ここで、ＪはＪ’－Ｎ（Ｄ）－ＳＯ２－を含み、ＪはＪ’－Ｎ（Ｄ）－ＣＯ－を
含み、ＲはＣＨ２であり、ｑ＝１であり、Ｊ’はアミノアルキルであり、Ｊ’はアリール
アミノアルキルであり、Ｊ’はヘテロアリールアミノアルキルであり、Ｊ’はアラルキル
アミノアルキルであり、Ｊ’はヘテロアラルキルアミノアルキルであり、Ｊは－ＮＨ－基
またはその塩形態を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　構造：
【化３】

（式中、Ｘは［－Ｎ（Ｄ）－ＳＯｎ－］ｑであり、ここで、ｎは１もしくは２であり、ｑ
は０もしくは１であり；Ｒ’は、ｑが０である場合、Ｃ１～Ｃ６アルキルであり得るか、
またはｑが１である場合、Ｃ２－Ｃ６アルキルであり、Ｒ’は、場合によって、Ｃ１－Ｃ

３アルキル、ＯＨ、Ｏ－アルキル、アルキルアミド、アルキルカルバモイル、ハロ、ニト
ロ、シアノ、Ｓ－アルキル、アラルキルおよびヘテロアラルキルからなる群より独立して
選択される３個までの置換基によって置換され；各Ｄは、独立して、水素、アルキル、シ
クロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロシクロアルキル
アルキル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロアラルキルおよびアラルキルからなる群よ
り選択することができ；Ｒ”は、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ３

－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロシクロア
ルキルアルキル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロアラルキルもしくはアラルキルであ
って、場合によって、ＯＨ、Ｏ－アルキル、アルキルアミド、アルキルカルバモイル、ハ
ロ、ニトロ、シアノ、Ｓ－アルキル、アラルキルおよびヘテロアラルキルからなる群より
独立して選択される３個までの置換基によって置換される）を有する化合物も提供される
。一実施形態において、ｑは０であり、Ｒ’はメチレンである。この実施形態において、
ＤはＨもしくはヘテロアラルキルであり得、Ｒ”は、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル
、または場合によって置換されているＣ１－Ｃ６アルキルであり得る。具体的な実施形態
において、Ｒ”は、アルキルカルバモイル置換Ｃ１－Ｃ６アルキルで有り得る。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　いくつかの実施形態において、式：

【化７】

によって表される当該化合物は：
１～１２個の炭素原子を含み、場合によって、Ｏ、Ｓ、およびＮからなる群より独立して
選択される１～３個のヘテロ原子を含む基、
－ＯＣＯＮ（Ｒ２）－、－Ｓ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）－、－ＣＯＮ（Ｒ２）－、－ＣＯＣＯ（
ＮＲ２）－、－Ｎ（Ｒ２）ＣＯＮ（Ｒ２）－、－Ｎ（Ｒ２）Ｓ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）－、Ｎ
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（Ｒ２）ＣＯもしくは－Ｎ（Ｒ２）ＣＯＯ－；
－（ＣＧ１Ｇ２）ｍ－（式中、ｍは０～６であり、Ｇ１およびＧ２は、同一または異なり
、各Ｇ１およびＧ２はそれぞれ独立して、結合、Ｈ、ハロ、ハロアルキル、ＯＲ、場合に
よって置換されたアルキル、場合によって置換されたアルケニル、場合によって置換され
たアルキニル、場合によって置換されたアリール、場合によって置換されたシクロアルキ
ル、場合によって置換されたシクロアルキルアルキル、場合によって置換されたアラルキ
ル、場合によって置換されたヘテロアリール、場合によって置換されたヘテロアラルキル
、および場合によって置換されたヘテロシクロアルキルからなる群より選択され、ここで
、それぞれの任意の置換基は、アルキル、ハロ、シアノ、ＣＦ３、ＯＲ、Ｃ３－Ｃ７シク
ロアルキル、Ｃ５－Ｃ７シクロアルケニル、Ｒ６、ＯＲ２、ＳＲ２、Ｎ（Ｒ２）２、ＯＲ
３、ＳＲ３、ＮＲ２Ｒ３、ＯＲ６、ＳＲ６、およびＮＲ２Ｒ６からなる群より独立して選
択され、Ｇ１およびＧ２は、これらが結合している原子と一緒になって、場合によって３
～７員炭素環式またはＮ、ＳおよびＯからなる群より選択される３個までのヘテロ原子を
含有するヘテロ環を形成することができ、環は場合によって、３個までのＲ７部分

【化８】

で置換されてもよく、
ここで、Ｍは：結合、ＯＣ（Ｒ８）ｑ、－ＣＯ－、－ＳＯｎ－、－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、
－Ｎ（Ｄ）－ＳＯｎ－、－Ｎ（Ｄ）－ＣＯｎ－、－Ｎ（Ｄ）－（Ｒ８）ｑ－、－ＳＯｎ－
Ｎ（Ｄ）－（Ｒ８）ｑ－、もしくは－ＣＯｎ－Ｎ（Ｄ）－（Ｒ８）ｑ－からなる群より選
択され、
Ｍは、ベンゾフラン環に関していずれかの方向で結合することができ、
ここで、Ｄは、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアル
キルアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリール、ヘテ
ロアリール、ヘテロアラルキルもしくはアラルキル、Ｏ－アルキルから選択され、ここで
、Ｄは場合によって、アルキル、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｏ－アルキル、もしくはＳ－ア
ルキルによって置換され；
Ｒは、Ｈ、アルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシアルキル、シ
クロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、ヘテ
ロシクロアルキルアルキル、アリール、アラルキル、およびヘテロアラルキルであり；
各Ｒ２は、Ｈ、Ｃ１－Ｃ１２アルキル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、アリール、アラルキ
ル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル、およびヘテロシクロアルキルからなる群より独
立して選択され、それぞれは、さらに場合によって、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６

アルキニル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ５－Ｃ８シクロアルケニル、ヘテロシクロ；
ハロ、ＯＲ、ＲＯＨ、Ｒ－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ、ＣＯＮ（Ｒ）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ
、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ）２、ＳＯｎＮ（Ｒ）２、ＳＲ、ＳＯｎＲ、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）ＣＯ

ｎＲ、ＮＲＳ（Ｏ）ｎＲ、ＮＲＣ［＝Ｎ（Ｒ）］Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ
、ＮＲＰＯｎＮ（Ｒ）２、ＮＲＰＯｎＯＲ、オキソ、＝Ｎ－ＯＲ、＝Ｎ－Ｎ（Ｒ）２、＝
ＮＲ、＝ＮＮＲＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、＝ＮＮＲＣＯｎＲ、＝ＮＮＲＳ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ）２

、および＝ＮＮＲＳ（Ｏ）ｎ（Ｒ）からなる群より選択される１つもしくは複数の置換基
で置換されるか；
または各Ｒ２は、Ｃ１－Ｃ６アルキルからなる群より独立して選択され；アリールもしく
はヘテロアリールによって置換され；これらの基は、場合によって、ハロ、ＯＲ、ＲＯＨ
、Ｒ－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ、ＣＯＮ（Ｒ）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ）

２、ＳＯｎＮ（Ｒ）２、ＳＲ、ＳＯｎＲ、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＳ（Ｏ）

ｎＲ、ＮＲＣ［＝Ｎ（Ｒ）］Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＰＯｎＮ（Ｒ
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）２、ＮＲＰＯｎＯＲからなる群より選択される１つもしくは複数の置換基で置換され；
Ｒ３は、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ

５－Ｃ８シクロアルケニル、もしくはヘテロシクロであり；これらの基は、場合によって
、ハロ、ＯＲ２、Ｒ２－ＯＨ、Ｒ２－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ２、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２）２、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２）Ｎ（Ｒ２）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ２、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ２）２、Ｓ（
Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）２、ＳＲ２、ＳＯｎＲ２、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ２）ＣＯｎＲ２、ＮＲ２
Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＮＲ２Ｃ［＝Ｎ（Ｒ２）］Ｎ（Ｒ２）２、Ｎ（Ｒ２）Ｎ（Ｒ２）ＣＯｎ

Ｒ２、オキソ、＝Ｎ－ＯＲ２、＝Ｎ－Ｎ（Ｒ２）２、＝ＮＲ２、＝ＮＮＲＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２）２、＝ＮＮＲ２Ｃ（Ｏ）ｎＲ２、＝ＮＮＲ２Ｓ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）２、および＝ＮＮ
Ｒ２Ｓ（Ｏ）ｎ（Ｒ２）からなる群より選択される１つもしくは複数の置換基で置換され
；
Ｒ６は、アリールもしくはヘテロアリールであり、ここで、アリールもしくはヘテロアリ
ールは、場合によって、アリール、ヘテロアリール、Ｒ２、Ｒ３、ハロ、ＯＲ２、Ｒ２Ｏ
Ｈ、Ｒ２－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ２、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２）２、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２
）Ｎ（Ｒ２）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ２、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ２）２、Ｓ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）２、ＳＲ
２、ＳＯｎＲ２、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ２）ＣＯｎＲ２、ＮＲ２Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＮＲ２Ｃ
［＝Ｎ（Ｒ２）］Ｎ（Ｒ２）２、Ｎ（Ｒ２）Ｎ（Ｒ２）ＣＯｎＲ２、ＯＣ（Ｏ）Ｒ２、Ｏ
Ｃ（Ｓ）Ｒ２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２）２、およびＯＣ（Ｓ）Ｎ（Ｒ２）２からなる群より
選択される１つもしくは複数の基で置換され；
Ｒ７は、Ｈ、オキソ、Ｃ１－Ｃ１２アルキル：Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、アリール、ア
ラルキル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル、もしくはヘテロシクロアルキルであり、
それぞれはさらに、場合によって、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ３

－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ５－Ｃ８シクロアルケニル、ヘテロシクロ；ハロ、ＯＲ、ＲＯ
Ｈ、Ｒ－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ、ＣＯＮ（Ｒ）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ
）２、ＳＯｎＮ（Ｒ）２、ＳＲ、ＳＯｎＲ、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＳ（Ｏ
）ｎＲ、ＮＲＣ［＝Ｎ（Ｒ）］Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＰＯｎＮ（
Ｒ）２、ＮＲＰＯｎＯＲ、オキソ、＝Ｎ－ＯＲ、＝Ｎ－Ｎ（Ｒ）２、＝ＮＲ、＝ＮＮＲＣ
（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、＝ＮＮＲＣＯｎＲ、＝ＮＮＲＳ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ）２、および＝ＮＮＲ
Ｓ（Ｏ）ｎ（Ｒ）からなる群より選択される１つもしくは複数の置換基で置換され；Ｒ８
は、アルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシアルキル、シクロア
ルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、ヘテロシク
ロアルキルアルキル、アリール、アラルキル、およびヘテロアラルキルであり；ｎ＝１～
２、およびｑ＝０～１であり、
ベンゾフラン部分のベンゼン環は、場合によって、Ｒ２、ハロ、ＯＲ、ＲＯＨ、Ｒ－ハロ
、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ、ＣＯＮ（Ｒ）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ）２、ＳＯｎ

Ｎ（Ｒ）２、ＳＲ、ＳＯｎＲ、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＳ（Ｏ）ｎＲ、ＮＲ
Ｃ［＝Ｎ（Ｒ）］Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＰＯｎＮ（Ｒ）２、およ
びＮＲＰＯｎＯＲからなる群より独立して選択される３個までの置換基で置換することが
でき、３個までの置換基は、ベンゼン環の隣接する炭素原子間で環を形成せず、当該化合
物は塩基性脂肪族アミン官能基を含まず、カルボン酸基を含まないものとする）
を含むことができる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　いくつかの実施形態において、Ｊは：
Ｊ’－Ｎ（Ｄ）－ＳＯｎ－、Ｊ’－Ｎ（Ｄ）－ＣＯｎ－、Ｊ’－Ｎ（Ｄ）－（Ｒ）ｑ－、
もしくはＪ’－Ｎ（Ｄ）－（Ｒ）ｑ－を含み；ここで、
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ｎ＝１～２であり；
ｑ＝０～１であり；
Ｄは、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルキルアル
キル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリール、ヘテロアリー
ル、ヘテロアラルキルもしくアラルキル、Ｏ－アルキル、Ｏ－シクロアルキル、Ｏ－シク
ロアルキルアルキル、Ｏ－ヘテロシクロアルキル、Ｏ－ヘテロシクロアルキルアルキル、
Ｏ－ヘテロアラルキル、Ｏ－アラルキル、Ｎ（Ｒ）－アルキル、Ｎ（Ｒ）－シクロアルキ
ル、Ｎ（Ｒ）－シクロアルキルアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロシクロアルキル、Ｎ（Ｒ）－
ヘテロシクロアルキルアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロアラルキル、Ｎ（Ｒ）－アラルキルか
ら選択され、Ｄは、場合によって、アルキル、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｏ－アルキル、も
しくはＳ－アルキルによって置換され；
Ｊ’は、アシル、スルホノ、アミノアルキル、アリールアミノアルキル、ヘテロアリール
アミノアルキル、アラルキルアミノアルキル、ヘテロアラルキルアミノアルキル、アルキ
ル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロ
アルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロアラルキ
ルまたはアラルキル、Ｏ－アルキル、Ｏ－シクロアルキル、Ｏ－シクロアルキルアルキル
、Ｏ－ヘテロシクロアルキル、Ｏ－ヘテロシクロアルキルアルキル、Ｏ－ヘテロアラルキ
ル、Ｏ－アラルキル、Ｎ（Ｒ）－アルキル、Ｎ（Ｒ）－シクロアルキル、Ｎ（Ｒ）－シク
ロアルキルアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロシクロアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロシクロアルキ
ルアルキル、Ｎ（Ｒ）－ヘテロアラルキル、Ｎ（Ｒ）－アラルキルから選択され、これら
の置換基のそれぞれは、場合によってアルキル、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｏ－アルキル、
またはＳ－アルキルによって置換され；
Ｒは、アルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシアルキル、シクロ
アルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、ヘテロシ
クロアルキルアルキル、アリール、アラルキル、およびヘテロアラルキルである。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　いくつかの実施形態において、Ｄは水素であり、Ｒはアルキルであり、ｑ＝１であり、
Ｊは、Ｊ’－Ｎ（Ｄ）－ＳＯ２－を含み、ＪはＪ’－Ｎ（Ｄ）－ＣＯ－を含み、ＲはＣＨ
２であり、ｑ＝１であり、Ｊ’はアミノアルキルであり、Ｊ’はアリールアミノアルキル
であり、Ｊ’はヘテロアリールアミノアルキルであり、Ｊ’はアラルキルアミノアルキル
であり、Ｊ’はヘテロアラルキルアミノアルキルであり、Ｊは－ＮＨ－基またはその塩形
態を含む。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　構造：
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【化１１】

（式中：Ｘは、［－Ｎ（Ｄ）－ＳＯｎ－］ｑ（ここで、ｎは１もしくは２であり、ｑは０
もしくは１である）であり；
Ｒ’は、ｑが０の場合、Ｃ１－Ｃ６アルキルであるか、またはｑが１の場合、Ｃ２－Ｃ６

アルキルであり、Ｒ’は、場合によって、Ｃ１－Ｃ３アルキル、ＯＨ、Ｏ－アルキル、ア
ルキルアミド、アルキルカルバモイル、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｓ－アルキル、アラルキ
ルおよびヘテロアラルキルからなる群よりから独立して選択される３個までの置換基によ
って置換され；
各Ｄは、独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロ
シクロアルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロア
ラルキルおよびアラルキルからなる群より選択することができ；
Ｒ”は、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－
Ｃ１－Ｃ６－アルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリー
ル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキルもしくはアラルキルであり、場合によってＯＨ、
Ｏ－アルキル、アルキルアミド、アルキルカルバモイル、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｓ－ア
ルキル、アラルキルおよびヘテロアラルキルからなる群より独立して選択される３個まで
の置換基によって置換される）
を有する化合物も提供される。具体的な実施形態において、ｑは０であり、Ｒ’はメチレ
ンであり；ＤはＨもしくはヘテロアラルキルであり得、Ｒ”は、ヘテロアリール、ヘテロ
アラルキル、または場合によって置換されたＣ１－Ｃ６アルキルで有り得る。具体的な実
施形態において、Ｒ”は、アルキルカルバモイル置換Ｃ１－Ｃ６アルキルであり得る。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　いくつかの実施形態において、式

【化１５】

によって表される当該化合物は：
１～１２個の炭素原子、場合によって、Ｏ、Ｓ、およびＮからなる群より独立して選択さ
れる１～３個のヘテロ原子を含む基、
－ＯＣＯＮ（Ｒ２）－、－Ｓ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）－、－ＣＯＮ（Ｒ２）－、－ＣＯＣＯ（
ＮＲ２）－、－Ｎ（Ｒ２）ＣＯＮ（Ｒ２）－、－Ｎ（Ｒ２）Ｓ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）－、Ｎ
（Ｒ２）ＣＯもしくは－Ｎ（Ｒ２）ＣＯＯ－；
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－（ＣＧ１Ｇ２）ｍ－（ここで、ｍは０～６であり、Ｇ１およびＧ２は同一または異なり
、各Ｇ１およびＧ２は独立して、結合、Ｈ、ハロ、ハロアルキル、ＯＲ、場合によって置
換されたアルキル、場合によって置換されたアルケニル、場合によって置換されたアルキ
ニル、場合によって置換されたアリール、場合によって置換されたシクロアルキル、場合
によって置換されたシクロアルキルアルキル、場合によって置換されたアラルキル、場合
によって置換されたヘテロアリール、場合によって置換されたヘテロアラルキル、および
場合によって置換されたヘテロシクロアルキルからなる群より選択され、ここでそれぞれ
の任意の置換基は、独立して、アルキル、ハロ、シアノ、ＣＦ３、ＯＲ、Ｃ３－Ｃ７シク
ロアルキル、Ｃ５－Ｃ７シクロアルケニル、Ｒ６、ＯＲ２、ＳＲ２、Ｎ（Ｒ２）２、ＯＲ
３、ＳＲ３、ＮＲ２Ｒ３、ＯＲ６、ＳＲ６、およびＮＲ２Ｒ６からなる群より選択され、
Ｇ１およびＧ２は、これらが結合している原子と一緒になって、場合によって、３～７員
炭素環式またはＮ、ＳおよびＯからなる群より選択される３個までのヘテロ原子を含有す
るヘテロ環を形成することができ、この環は、場合によって、３個までのＲ７部分で置換
することができる）、

【化１６】

（式中、Ｍは：結合、ＯＣ（Ｒ８）ｑ、－ＣＯ－、－ＳＯｎ－、－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、
－Ｎ（Ｄ）－ＳＯｎ－、－Ｎ（Ｄ）－ＣＯｎ－、－Ｎ（Ｄ）－（Ｒ８）ｑ－、－ＳＯｎ－
Ｎ（Ｄ）－（Ｒ８）ｑ－、もしくは－ＣＯｎ－Ｎ（Ｄ）－（Ｒ８）ｑ－からなる群より選
択され、
Ｍは、ベンゾフラン環に関していずれかの方向で結合することができ、
Ｄは、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルキルアル
キル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリール、ヘテロアリー
ル、ヘテロアラルキルもしくはアラルキル、Ｏ－アルキルから選択され、Ｄは場合によっ
て、アルキル、ハロ、ニトロ、シアノ、Ｏ－アルキル、もしくはＳ－アルキルによって置
換され；
Ｒは、Ｈ、アルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシアルキル、シ
クロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、ヘテ
ロシクロアルキルアルキル、アリール，アラルキル、およびヘテロアラルキルであり；
各Ｒ２は、独立して、Ｈ、Ｃ１－Ｃ１２アルキル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、アリール
、アラルキル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル、およびヘテロシクロアルキルからな
る群より選択され、それぞれはさらに、場合によって、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ

６アルキニル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ５－Ｃ８シクロアルケニル、ヘテロシクロ
；ハロ、ＯＲ、ＲＯＨ、Ｒ－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ、ＣＯＮ（Ｒ）２、Ｃ（Ｓ）
Ｒ、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ）２、ＳＯｎＮ（Ｒ）２、ＳＲ、ＳＯｎＲ、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）Ｃ
ＯｎＲ、ＮＲＳ（Ｏ）ｎＲ、ＮＲＣ［＝Ｎ（Ｒ）］Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）ＣＯｎ

Ｒ、ＮＲＰＯｎＮ（Ｒ）２、ＮＲＰＯｎＯＲ、オキソ、＝Ｎ－ＯＲ、＝Ｎ－Ｎ（Ｒ）２、
＝ＮＲ、＝ＮＮＲＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２、＝ＮＮＲＣＯｎＲ、＝ＮＮＲＳ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ）

２、および＝ＮＮＲＳ（Ｏ）ｎ（Ｒ）からなる群より選択される１つもしくは複数の置換
基で置換されるか；
または各Ｒ２は独立して、Ｃ１－Ｃ６アルキルからなる群より選択され；アリールもしく
はヘテロアリールによって置換され；これらの基は、場合によって、ハロ、ＯＲ、ＲＯＨ
、Ｒ－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ、ＣＯＮ（Ｒ）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ）

２、ＳＯｎＮ（Ｒ）２、ＳＲ、ＳＯｎＲ、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＳ（Ｏ）

ｎＲ、ＮＲＣ［＝Ｎ（Ｒ）］Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＰＯｎＮ（Ｒ
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）２、ＮＲＰＯｎＯＲからなる群より選択される１つもしくは複数の置換基で置換され；
Ｒ３は、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ

５－Ｃ８シクロアルケニル、もしくはヘテロシクロであり；これらの基は、場合によって
、ハロ、ＯＲ２、Ｒ２－ＯＨ、Ｒ２－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ２、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２）２、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２）Ｎ（Ｒ２）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ２、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ２）２、Ｓ（
Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）２、ＳＲ２、ＳＯｎＲ２、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ２）ＣＯｎＲ２、ＮＲ２
Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＮＲ２Ｃ［＝Ｎ（Ｒ２）］Ｎ（Ｒ２）２、Ｎ（Ｒ２）Ｎ（Ｒ２）ＣＯｎ

Ｒ２、オキソ、＝Ｎ－ＯＲ２、＝Ｎ－Ｎ（Ｒ２）２、＝ＮＲ２、＝ＮＮＲＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
２）２、＝ＮＮＲ２Ｃ（Ｏ）ｎＲ２、＝ＮＮＲ２Ｓ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）２、および＝ＮＮ
Ｒ２Ｓ（Ｏ）ｎ（Ｒ２）からなる群より選択される１つもしくは複数の置換基で置換され
；
Ｒ６は、アリールもしくはヘテロアリールであり、該アリールもしくはヘテロアリールは
、場合によって、アリール、ヘテロアリール、Ｒ２、Ｒ３、ハロ、ＯＲ２、Ｒ２ＯＨ、Ｒ
２－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ２、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２）２、Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２）Ｎ（
Ｒ２）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ２、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ２）２、Ｓ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ２）２、ＳＲ２、Ｓ
ＯｎＲ２、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ２）ＣＯｎＲ２、ＮＲ２Ｓ（Ｏ）ｎＲ２、ＮＲ２Ｃ［＝Ｎ
（Ｒ２）］Ｎ（Ｒ２）２、Ｎ（Ｒ２）Ｎ（Ｒ２）ＣＯｎＲ２、ＯＣ（Ｏ）Ｒ２、ＯＣ（Ｓ
）Ｒ２、ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２）２、およびＯＣ（Ｓ）Ｎ（Ｒ２）２からなる群より選択さ
れる１つもしくは複数の基で置換され；
Ｒ７は、Ｈ、オキソ、Ｃ１－Ｃ１２アルキル；Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、アリール，ア
ラルキル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル、もしくはヘテロシクロアルキルであり、
それぞれはさらに、場合によって、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ３

－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ５－Ｃ８シクロアルケニル、ヘテロシクロ；ハロ、ＯＲ、ＲＯ
Ｈ、Ｒ－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ、ＣＯｎＲ、ＣＯＮ（Ｒ）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ
）２、ＳＯｎＮ（Ｒ）２、ＳＲ、ＳＯｎＲ、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＳ（Ｏ
）ｎＲ、ＮＲＣ［＝Ｎ（Ｒ）］Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＰＯｎＮ（
Ｒ）２、ＮＲＰＯｎＯＲ、オキソ、＝Ｎ－ＯＲ、＝Ｎ－Ｎ（Ｒ）２、＝ＮＲ、＝ＮＮＲＣ
（Ｏ）Ｎ（Ｒ）２，－ＮＮＲＣＯｎＲ、＝ＮＮＲＳ（Ｏ）ｎＮ（Ｒ）２、および＝ＮＮＲ
Ｓ（Ｏ）ｎ（Ｒ）からなる群より選択される１つもしくは複数の置換基で置換され；
Ｒ８は、アルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシアルキル、シク
ロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、ヘテロ
シクロアルキルアルキル、アリール、アラルキル、およびヘテロアラルキルであり；ｎ＝
１～２であり、ｑ＝０～１であり、
ベンゾフラン部分のベンゼン環は、Ｒ２、ハロ、ＯＲ、ＲＯＨ、Ｒ－ハロ、ＮＯ２、ＣＮ
、ＣＯｎＲ、ＣＯＮ（Ｒ）２、Ｃ（Ｓ）Ｒ、Ｃ（Ｓ）Ｎ（Ｒ）２、ＳＯｎＮ（Ｒ）２、Ｓ
Ｒ、ＳＯｎＲ、Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＳ（Ｏ）ｎＲ、ＮＲＣ［＝Ｎ（Ｒ）
］Ｎ（Ｒ）２、Ｎ（Ｒ）Ｎ（Ｒ）ＣＯｎＲ、ＮＲＰＯｎＮ（Ｒ）２、およびＮＲＰＯｎＯ
Ｒからなる群より独立して選択される３個までの置換基で場合によって置換され、この３
個までの置換基は、ベンゼン環の隣接するどの炭素原子間でも環を形成しない。ただし、
当該化合物は塩基性脂肪族アミン官能基を含有せず、カルボン酸基を含有しないものとす
る）
を含み得る。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　「アラルキル」という用語は、単独もしくは組み合わせて、１つもしくは複数の水素原
子が前記定義のアリールラジカルによって置換されている前記定義のアルキルラジカルを
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包含する。アラルキルラジカルの例としては、ベンジル、２－フェニルエチル等が挙げら
れるが、これらに限定されない。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　「アラルカノイル」という用語は、アリール置換アルカンカルボン酸、たとえば、フェ
ニルアセチル、３－フェニルプロピオニル（ヒドロシンナモイル）、４－フェニルブチリ
ル、（２－ナフチル）アセチル、４－クロロヒドロシンナモイル、４－アミノヒドロシン
ナモイル、（１－ナフチル）アセチル、４－メトキシヒドロシンナモイル等から誘導され
るアシルラジカルを包含する。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　「ヘテロサイクリル」もしくは「ヘテロシクロ」もしくは「ヘテロシクロアルキル」と
いう用語は、安定な３～７員単環式ヘテロ環もしくは８～１１員二環式ヘテロ環であって
、飽和もしくは部分的に不飽和であり、単環式ならば、場合によってベンゾ縮合でき、１
つもしくは複数の炭素原子上で場合によってハロゲン、アルキル、アルコキシ、オキソ等
によって置換される、および／または第２窒素原子上で（すなわち、－ＮＨ－）アルキル
、アラルコキシカルボニル、アルカノイル、フェニルもしくはフェニルアルキルによって
置換されるか、または第３窒素原子上で（すなわち、＋Ｎ－）オキシドによって置換され
、炭素原子を介して結合するものである。各ヘテロ環は、１つもしくは複数の炭素原子、
ならびに窒素、酸素および硫黄から選択される１～４個のヘテロ原子からなる。本明細書
において用いる場合、「窒素および硫黄ヘテロ原子」という用語は、窒素および硫黄の酸
化形態ならびに任意の塩基性窒素の四級化形態を包含する。ヘテロサイクリルラジカルは
、任意の環内炭素もしくはヘテロ原子に結合することができ、安定な構造の形成をもたら
す。好適なヘテロ環は、５～７員単環式ヘテロ環、および８～１０員二環式ヘテロ環を包
含する。かかる基の例として、イミダゾリニル、イミダゾリジニル、インダゾリニル、パ
ーヒドロピリダジル、ピロリニル、ピロリジニル、ピペリジニル、ピラゾリニル、ピペラ
ジニル、モルホリニル、チアモルホリニル、チアゾリジニル、チアモルホリニルスルホン
、オキソピペリジニル、オキソピロリジニル、オキソアゼピニル、テトラヒドロピラニル
、テトラヒドロフラニル、ジオキソリル、ジオキシニル、ベンゾジオキソリル、ジチオリ
ル、テトラヒドロチエニル、スルホラニル、ジオキサニル、ジオキソラニル、テトラヒド
ロフロジヒドロフラニル、テトラヒドロピラノジヒドロフラニル、ジヒドロピラニル、テ
トラヒドロフロフラニルおよびテトラヒドロピラノフラニルが挙げられる。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８３】
　「ヘテロアラルキル」という用語は、単独もしくは組み合わせて、１つもしくは複数の
水素原子が前記定義のヘテロヘテロアリール基によって置換された、前記定義のアルキル
ラジカルを包含する。
【誤訳訂正１３】
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【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式によって表される化合物、またはその薬理学的に許容される塩：
【化１】

（式中：
　Ｘは－Ｎ（Ｄ）－ＳＯ２－であり、
　Ｒ’は、Ｃ１－Ｃ３アルキル、アルキルアミド、アルキルカルバモイル、ハロ、ニトロ
、シアノ、Ｓ－アルキル、アラルキル、およびヘテロアラルキルからなる群より独立して
選択される３個までの置換基によって置換されていてもよいＣ２－Ｃ６アルキレンであり
、
　各Ｄは、独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテ
ロシクロアルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロ
アラルキル、およびアラルキルからなる群より選択され、
　Ｒ”は、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル
－Ｃ１－Ｃ６－アルキル、ヘテロシクロアルキル、ヘテロシクロアルキルアルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、ヘテロアラルキルもしくはアラルキルであって、場合によって、
ＯＨ、Ｏ－アルキル、アルキルアミド、アルキルカルバモイル、ハロ、ニトロ、シアノ、
Ｓ－アルキル、アラルキル、およびヘテロアラルキルからなる群より独立して選択される
３個までの置換基によって置換される）。
【請求項２】
　各Ｄが、独立して、水素またはアルキルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ”が、Ｃ１－Ｃ６アルキルである、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　薬理学的に許容される希釈剤、アジュバントもしくは賦形剤、および治療有効量の請求
項１～３のいずれか一項に記載の化合物を含む、医薬製剤。
【請求項５】
　シトクロムＰ４５０　２Ｄ６酵素の阻害に用いられるための、請求項４に記載の医薬製
剤。
【請求項６】
　薬物の有効性が、シトクロムＰ４５０　２Ｄ６酵素による分解のために低下する場合に
、薬物の前または薬物と実質的に同時に投与されるように用いられる、請求項４または５
に記載の医薬製剤。
【請求項７】
　前記薬物がデキストロメトルファンである、請求項６に記載の医薬製剤。


	header
	written-amendment

